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 金 吾燮氏より、2017 年 9 月 30 日に博士学位請求論文が提出された。同年 10 月４
日の人間社会研究科教授会において受理審査委員会（委員：宮城 孝、中村律子、服部 
環、図司直也）が設置され、同年 10 月 18 日に論文受理審査委員会を開催し、協議した
結果、学位請求の要件を満たしていることを確認し、受理することを決定した。なおそ
の際、一部文章表現等の加筆・修正を検討されたい等の要望がだされ、指導教員より伝
えることとし、その受理審査委員会審査報告が、同年 10 月 25 日の本研究科教授会に
て承認され、同時に、審査小委員会が設置され同論文の審査が委託された。 
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ターでは 23 ヶ所の自治体のうち７、第２クラスターでは 64 カ所の自治体のうち９、第３
クラスターでは 147 ヶ所の自治体のうち 13、第４クラスターでは 538 ヶ所の自治体のうち






















































れたことのない効率性の分析方法である DEA（包絡的データ分析法 Data Envelopment 
Analysis:以下、DEA）を用い、クラスターごとの各保険者における介護保険事業の効率性を
検出するという、新たな測定方法を開発した点にある。 
 第三には、DEAの限界を踏まえ、効率性を達成するための改善策を提示する独自の分析
方法を試み、非効率的な自治体に対し、効率性の改善のために改善すべきサービスの選定
の基準や、効率性を満たすための介護サービスの提供体制を提示した点にある。 
今後、地方の過疎地では高齢者人口密度が減少する一方、大都市部においては、急速
に増加することが予測される。それらの経年的な変化を含め、本研究で用いた分析手法
の適合可能性をさらに追求されることを期待したい。 
本研究の限界や課題について、筆者も述べているように、各自治体の地域特性や介
護サービスの提供体制は、独自の背景や要因も存在するため、クラスターごとに示した
改善策では、個別の非効率的な介護保険者に当てはめるには限界があると考えられる。ま
た、本研究で提示した改善策が円滑に普及されるためには、改善策の実行可能性を高める
対策を探求することや、パネルデータによる変化から効率性が改善されたといえる自治体
の事例研究を通して、非効率的な介護保険者における効率性の改善のあり方を探索するこ
とが求められ、今後の継続的な研究と発展を期待したい。 
以上の残された課題はあるものの、本論文は、一連の分析方法や文章表現は適切であ
り、十分に学術的な価値と体系性を有していると言える。 
以上の点から、本学位請求論文は、法政大学大学院人間社会研究科人間福祉専攻の学
位 博士（人間福祉）の基準を満たしているものと判断される。 
